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あなたの学びをその先へ
～「これからの学び」をワークショップでデザインする～
実　施　報　告
富山大学地域連携推進機構　生涯学習部門
平成 27 年 1 月 31 日
まえがき
　2014 年 11 月 15 日（土）、富山大学地域連携推進機構生涯学習部門では、三度目となるワーク
ショップを開催いたしました。テーマは「あなたの学びをその先へ～「これからの学び」をワー
クショップでデザインする～」といたしました。
　東日本大震災を受け、2012 年 7 月 7 日（土）、「災害が起きたらどうする？」というテーマで熟
議を開催しました。これは「地域と共生する大学づくりのための全国縦断熟議」の一環として進め
た事業です。この取り組みにより、災害が身近なものであるという認識が広まったと考えます。
　続いて、2013 年 11 月 2 日（土）「おとなの学びをワークショップで語ろう～新しい公開講座を
考える～」を開催いたしました。生涯学習を個人的な営みに限定せず、受講生どうしの横のつなが
り、学びのネットワークの構築の必要性など、活発な意見が交わされました。独学的な学びをいか
に発展させるのか、ということが生涯学習の実践者にとって切実な課題であることをうかがい知る
機会となりました。
　これらのワークショップを発展させ、さらに具体的なニーズを探索するための取り組みが今回の
事業となります。富山県民生涯学習カレッジ、富山市民大学、そして富山大学の公開講座やオープ
ン・クラスで学んでいる皆さまにお集まりいただき、活発な議論が展開されました。その中で実に
様々な要望があることを知り、今後の生涯学習の方向性を考える上でも示唆に富む声に接する機会
となりました。
　まずはその「声」がどのようなものだったのか、ということを明らかにしたのが本報告書です。
各地の生涯学習指導者の皆さまにもご覧いただき、さらなる発展のための材料とならんことを期待
しております。
　2015 年 1 月 31 日
富山大学地域連携推進機構・生涯学習部門長
竹内　　章　
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ワークショップの流れ
【はじめに】
受付　12:30 ～ 13:00
開会挨拶（地域連携推進機構長　丹羽　昇）　13:00 ～ 13:05
趣旨説明など　13:05 ～ 13:35
【ワークショップ・スタート】
・ワーク①　自己紹介と「現在の学び」を紹介します　13：35 ～ 14：05（30 分）
・ワーク②　今求められる新しい講座について提案します　14：15 ～ 14：45（30 分）
・ワーク③　今の学びを「形」にしましょう　14：45 ～ 15：15（30 分）
・まとめ　15：15 ～ 15：30（15 分）
【発表】
・各グループの発表　15：30 ～ 15：45（15 分）
【講評と挨拶】
・…講評・挨拶（富山大学長　遠藤　俊郎）　15：45 ～ 16：00（15 分）
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ワークショップ発表記録
Ａグループ
【発表内容】
①＜幸齢者＞
　最近高齢者という文言がありますが、私たちは「高い」という字ではなくて「幸い」と書きまし
た。生涯学習、人生百歳まで現役であります。一生勉強であります。論語の言葉に「これを知る者
はこれを好む者に如かず、之を好む者は、之を楽しむ者にに如かず」というものがあります。楽し
くなかったら生涯学習は続きません。継続こそ力なり、です。価値観の共有には生涯学習が一番だ
と思います。いつでも、どこでも、誰でも学べる、富山県の生涯学習は花盛りであります。そして、
アインシュタインの言葉ではありませんが、疑問を持つということは非常に大切なことです。学ん
でいると必ず疑問がわきます。これが学ぶパワー、力になるんじゃないでしょうか。
②＜学びにも体力＞
　今、高齢化が進んでおります。また、年をとって元気でいればいいんですが、どうしても、高齢
になりますと、足腰が弱ってきます。私は、今の 70 歳は、40 歳 50 歳やと。元気でいると学習が
できると。でも健康が損なわれますと続きません。まず体力づくりが大事だと。それから、健康は、
栄養、休養、運動です。ですから、文化系の学習を３つ分、体育系を３つ分と、ますます元気で生
涯学習に励んでいきたいと思います。
【今学んでいること】
　農業、外国に関心、環日本海の言語、オープン・クラス、週 1回 3 コマ、ハングル、ロシア語、
言語学／３月まで現役、歴史に興味、ＣｉＣサテライト講座／和菓子に関心、富大公開講座／学ぶ
こと大好き、源氏物語の講師、多趣味、学ぶことが生きる力、オープン・クラス良い／第九を 28 年、
メサイア挑戦、文科系と体育系の勉強、地域の仕事をこれまでやってきた（公民館、自治会）、現
在は県民カレッジで教えている
【今求められる講座】
　ホームページの講座があってもよいのでは？エクセルとワードはあるのだが／郷土の偉人にス
ポットをあてた講座（あまり知られていない人の）／健康寿命を維持するための講座が少ない／もっ
と現場と学習をつなぐ講座がほしい／若い人、中堅、シニア層が幅広く一緒に学べる内容の講座／
会員が減っている（自然減）／高齢者のひきこもり増／スペシャリストを育てるよりもジェネラリ
ストを育てる講座を／よい講座がある、それを一般の人にどう知らせるか？／あまりカタカナ語は
使わない方が…（ファシリテータなど）
【学びの未来について】
　考えているとダメ、調べて一歩を踏み出す。いろいろな講座がある、そろっている／学べば学ぶ
ほど疑問がわき、学ぶ原動力になっている。学ぶ→学んだことを周りの人に還元する／仲間づくり、
生涯学習に卒業はない／趣味があう人とは価値観も共有できる→仲間づくり／学びと運動がセット
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／現役のときから学ぶ準備をする（目標を持つ）／継続こそ力なり、完成と思えば成長なし。
【その他】
　先生が一方的に話される／バリケード世代は学び足りないという気持ち／「高」よりも「幸」／
３つの大学の先生が五福キャンパスに来てもらったり、呉西と呉東に分けて聞いたりしてもよいの
では？／ 1年に 500 冊読書、レジュメで残すと年間 300 ページ／体力が無いと好きなことが続けら
れない／文科系と体育系の趣味、両方大事／学びのある趣味が好き、たかが趣味されど趣味／息抜
きで始めたことが今につながっている（介護）／金を時間をどこにかけるのか／生活に風を吹かせ
る／生涯学習の出発点は疑問、疑問を持つと気づくようになる／面白かったら最後まで聞く、そう
いう自由がある
★ ファシリテータからの感想（天坂　仁美　富山大学公開講座講師）
１．討議の流れはどのようなものでしたか。
　参加者は 7人で全体の予定されていたワークショップ進行の通りにすすめた。
１）自己紹介と「現在の学び」
参加者とファシリテータの自己紹介について：
　自己紹介資料を事前準備し、参加者全員に配布する積極的な方がいる一方、講演を聞く程度か
なと思い、ワークショップの趣旨が十分理解出来ず、意見発表に消極的な人もいたが、全員の時
間配分に気をつけながら進行を進めた。
代表的な意見について：
　「バリケード世代 ( 学生運動が激しかった時の意味らしい ) に大学生活を送ったため学びに対し
て不燃焼の気分だったけど、現在富山大学公開講座などで若い大学生と一緒に勉強出来る楽しさ
は格別だ」
　「家族の看病など介護に息詰った時に生涯学習との出会いは生活に活力を与えてくれた」
　「健康に対する気遣い、文武両道で生きたい」
など、各講座の内容など聞けてお互いに関心を持つ様子であった。
２）今求められている講座についての提案：
　生涯学習に参加歴が長い人と過去には参加した経験があるけど今年度は参加してないなど生涯
学習に対する経験がまったく違う中でも一致した意見があった。
講座内容面　　：健康に関する講座は、室内だけでなく、野外学習の提案があった。
　　　　　　　　ホームページ開設の講座⇒すぐに学習効果が期待出来る。
　　　　　　　　富山出身者の研究会などの講座の提案があった。
講座開設場所面：富山市集中型なので別の場所でも語学など人文系の講座が欲しい。
３）まとめと発表
　とても積極的な発表者が 2人いたので、それぞれ分担して発表することを提案したが、スムー
ズにことが運び、また、それぞれも満足した様子であった。
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２．本ワークショップの感想をお願いいたします。
１）進行面：記録を心配していたが、大学院生（現役先生）に大変上手にまとめてもらった。
　全体の流れが計画されていたことから、具体的な時間配分、優秀な記録者などにより、非常
に進行しやすかった。
　「なぜカタカナ言葉を好んで使うのか、ファシリテーターの意味は何か、進行者・司会者な
どの言葉ではダメなのか」について説明した後、意味がわかりにくいカタカナ言葉は、携帯電
話（ネット）で調べて質問者に見せるなどして対応した。
２）生涯学習意味と必要性の再認識：人間であるからこそ学ぶ意志と情熱があると感銘をうけた。
３）事務局の緻密な準備により、スムーズに進行できたこと、また、参加者も自由活発に発言・提
言していたと思う。
Ｂグループ
①＜大人の寺子屋＞
　キーワードとしては、大人の寺子屋というのを出しました。何でこれを出したかというと、地域
を学ぶ講座がほしいねと。まず先輩に聞いて知り尽くして、実生活に役立てたいと。コミュニティ
のネットワークがない中で、特にサラリーマンやってると地域と関わりがない。サラリーマン卒業
して、まぁ生活者となりますと、どうしたらいいかな、ということで実際にネットワークを組んで
やれればいいなと。講座だけじゃなくてネットワークを組んだ人と。それから、富山大学を中心と
して、小学校、中学校、公民館とかを中心として広げていくと。というのが一つ。
②＜学びの実践～異文化交流へ～＞
　もう一つが、学びの実践、異文化交流へと。これは私もよくやっているんですけど、留学生と学
びたいというニーズがありまして、一回だけでなくて、定期的に関わりがあれば使いたい、という
のがありました。その中で、外国のボランティアとか。入門から初級、中級、上級の場を設置して
いただけると非常に助かると。以上です。
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【今学んでいること】
　富山大学で韓国語、講座内で話すだけなのでなかなか会話力がつかない／一新塾、制作など社会
のニーズ／日創研経営研究会、ビジネスの学習、仕事に役立っている／ボーイスカウト、野外体験、
ノンキャリア教育／エドガーケイミー、アリスベイリー、神智学、宇宙の理論、スピリチュアル／
韓国語、韓国ドラマが楽しく見れる／少子高齢化・社会保障について、読売新聞よりの紙面より考
察して知識を得ています／高志の国文学館、もっと富山のことを知りたい、よいところが多くある
ことを伝えたい／川柳、傾聴、人間の心理／最近、睡眠講座を受講した。もっと深く知りたい！／
理科教育について研究／ 20 代に学んだ内容と大きく変化していることもある／学んだことを、職
場仲間に広める責任を感じている
【今求められる講座】
　ビジネス講座、仕事の成功法、売り上げ達成法、ランチェスター戦略、財務、マーケティング／
富山の歴史を学ぶ講座／富山の魅力を見つける講座→発信へ／スマートフォンを使いこなす講座
（iPad の講座はありましたが…）／情報社会、インターネットの活用法、ＩＴ社会の未来／高齢者
のためのパソコン講座／地球環境問題～人類の未来～／少子高齢化の日本はこれからどうなるか／
老年期の過ごし方、老後の生活、人口減少による食事の変わり方、人生の第二ステージの準備講座、
会社の卒業にあたっての準備、お金、転職、地域／自分史、家族史、家系図をつくる講座、家族の
歴史を次世代に伝える／スピリチュアル講座／文学にみる人間～日本人の特性～／フィナンシャル
講座、ライフステージとお金の貯め方、年金運用法／空き屋の活用法を考える、各分野の講座受講
者がチエを出し合っては？／親学講座、親になる前に親について学ぶ／人生の達人に学ぶ、スキル・
人生に学ぶ、そして人生に活かす／地域と学ぶセカンドライフ講座／「先輩に聞く」、実体験を聞
くだけで刺激と参考になる／留学生と一緒に学ぶ語学講座／外国語ボランティア養成講座（韓国語
など、観光案内含む）／「語学講座実践編」、留学生との交流、海外への富山ＰＲビデオ作成／土・
日、外国語の入門・初級・中級・上級講座の設置
★ ファシリテータからの感想（森　悦郎　富山県民生涯学習カレッジ）
１．討議の流れはどのようなものでしたか。
・流れについては、概ねスムーズに進んだように思います。
・アイスブレーキングの時間をもっとしっかり取るべきだった。入り込むのに時間がかった。
・発言しやすい雰囲気がうまく作ることができなかった。
・「わからない」「わたしにはむずかしい」との発言で、発言しづらいメンバーもいたが、
　院生の機転で、その方も付箋に自分の考えを記入することができた。
・付箋に自分の思いを書いてもらい、他のメンバーと共有した。ワーク①で、あえてカテゴリー
分けを行わなかった。それでよかったのか、自信がない。
・ワーク②とワーク③ですが重なる部分が多く、発表では未来を意識せず、具体的な姿について
の発表になった。ファシリテーターの力量不足で申し訳ありませんでした。
・ワーク②についてより多く、自由な発想を認めるように促すべきだった。ワーク③への高まり
につなげる大事なワークであることを意識すべきだった。
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２．本ワークショップの感想をお願いいたします。
・それぞれのメンバーの力量が高く、熱い思いをもっていて、いろいろな意見を聞くことができ
た。
・他のグループ意見が聞こえて、話を進める刺激にはなった。しかし、シニア層が多くメンバー
の発言が聞き取れないとの意見も聞かれた。
・キーワードにまとめるワークは大変よかった。それぞれのグループの特長が出てよかった。
・大学院生が、補助ファシリテーターとして活躍していださり助かった。藤田先生が指導された
のだと感じました。
・本日参加されたメンバーは、発表して、学びを深める段階の方が多く、あのような意見になっ
たのだと思う。
・いろんなレベルの意見を包括できる講座やカリキュラム作りは大変だと思います。
よろしくお願いします。
Ｃグループ
①＜若年層・中間層・シニア層の交わる富山型生涯学習を！＞
　まず、どういう講座がいいかということについては、若年層、中間層、シニア層、広い対象を前
提にした富山型生涯学習をお願いしたい。ただ、これにはハードとソフトの部分が十分検討されて
いないんですけど、一つ目、ソフトについては、我々シニア層が知っている歴史ですとか、地元にずっ
と伝承されている話ですとか、それを何とか若い世代に伝えたい、というのが案です。逆に、我々
シニア層からは、若い世代が知っているスマホの使い方だとか、うまく交流できる形でできないだ
ろうか。ハードについてはですね、三つの世代の時間帯をカバーするのが難しいことと、もう一つ
はアクセスです。富山大学に来るには、今日も車をとめるのにずいぶん苦労しました。この場所に
限らず、もっといい場所があるんではないかという話が出ていました。
②＜自らの学びや知識を発表することの出来る場がほしい！＞
　で、二つ目、これが一番大事なことでして、自分が、自らがこう、講座なりで勉強するんですが、
そういう風にして得られた知識を、どこかで発表する場がぜひほしい。たとえば富山大学ではオー
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プン・クラスをやってますけど、一方通行だけではなくて、受講生が学んだことを、どこかで発表
する場、たとえば市民大学で。実は私市民大学の受講生ですので、日常調べたことを公開、大学祭
で発表する場をつくっていただきました。そんな感じで、富山大学祭なり、皆さんに知っていただ
く場をつくっていただくと、生涯学習というのが楽しくできるのではないか、という提案でござい
ます。
【今学んでいること】
　パソコン／合唱／朝活／教育における新たな評価方法の検討／日本海学／ ips 細胞／学校教育／
韓国語／歴史／韓国文化／富山の文化／古文書／郷土の歴史／売薬の歴史
【学びに対するニーズ】
　リーズナブルに／自己表現、発表の機会／生涯学習の機会を多く設けてもらいたい／身近な学び
の場、知のシンクタンクの紹介を／若者やシニア層、中間層との交流の場を／発表する場がほし
い！／身近な文化の伝承／知や技術の継承／継続的な学びの場をつくってもらいたい／実習で学び
の成果を確認する場、一流のガイド／富山型生涯学習を／若い人から新鮮なことを学びたい／会場
をもっと考えて用意してほしい（交通機関）／若い人に参加してほしい、参加出来る講座を／忘れ
られそうな文化を次世代に／時間帯、夜に若い人を／流行に敏感な講座を／パソコン操作を一人前
になりたい！／家でのんびりしているよりも、外に出て講座を受けよう！／自からの興味や関心を
深めたい！／孫にはっぱをかけられた／買った情報端末を活かしたい！／自分の好きなことを好き
なだけ勉強したい
【学びに対する疑問や不満】
　自分の学びが本当に深まっているのかわからない／学びをどこまで深めればいいの？／学びたい
ことと開かれている講座のニーズがあわない／講座を折角開いているのに、その日に様々なイベン
トが重なって駐車場がない／博物館や美術館の料金が高い／会場へのアクセスが悪い、駐車場が少
ない！／市電乗り場まで遠い、公共交通機関の便が悪い／車社会の富山では移動で車を使うことが
多くなる／講座の全体の日程を知ることのできるパンフレットをたくさん置いて！／来たときに、
どんな講座が開いているかを知ることができたらいいのに！／人それぞれのやり方、やる気との兼
ね合いが難しい／学ぶって楽しい！／同じ講座を受けている人から刺激を受ける／自らのやる気に
応じた学びから、自分から他人へ学びを還元する学びへ／若者と自分の趣味を分かち合いたい！／
自分が認められない、評価されないことが受け入れられない、芸術系はいつでも何才でも評価され
るが…
【学びの未来について】
　海外旅行で語学を活用／水墨美術館で説明員をしている／地域の様々な歴史を集積・発表したい
／自分のために、学んだことを活かして楽しむ／縄文広場で説明員をしている／土地の人の持って
いる知識を集めて、何らかの形にしたい／ボランティアで語学を活用／市民大学祭をもっと盛り上
げたい／クラス会で自らの学びを整理して話す／富山大学祭で講座の学びを発表するのもあり！／
まとめ：発表の場をつくろう、知の学びの還元・交流、若者・中間層・シニア層が交わる「富山型
生涯学習」を
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★ファシリテータからの感想（齊藤　大紀　富山大学人文学部）
１．討議の流れはどのようなものでしたか。
　討議の流れは、おおむねシナリオ通りに進み、①自己紹介、学んでいることの紹介、②望ましい
学び、新しい講座の提案、③次なる学びのプランの順で進んでいった。
　①の自己紹介では、パソコン講座初心者から市民大学参加 6年目のベテランまでおり、参加者が
バラエティに富んでいることがわかった。②の新しい学びでは、さまざまなレベルにある参加者の
発言を聞いたうえで、徐々に「生涯学習で学んだことの発表の機会を求める」という点に集約して
いった。参加者はそれぞれのレベルにあった形で学習成果の発表を強く希望していた。③の新しい
学びでは、②の「発表の機会」の確保という結論をふまえて、次世代の前での発表、次世代ととも
に学ぶ、知識・文化の伝承の必要性といった議論になり、「若年層・中間層・シニア層がともに学
べる生涯学習の必要性」という結論を得ることができた。これについては、さらに具体的に議論に
なり、スマホ講座などのシニア層が若年層から学ぶテーマの講座の設定、幅広い層が参加できる時
間帯の設定、駐車場の確保などアクセス面での改善という意見が出た。
２．本ワークショップの感想をお願いいたします。
　それぞれの参加者からそれぞれの生涯学習にかける思いを聞くことができ、有意義かつ楽しいひ
とときを過ごすことができた。これはおそらく議論をリードできる市民大学のベテラン参加者（製
薬会社退職者）がおり、まとめることを意識して意見を提示してくれたためかと思う。中には耳が
遠いため、議論に十分に参加できない参加者もおられたが、途中で補聴器の使用に気づき、大きな
声で話しかけるとともに、それ以降なるべく積極的に意見を述べてもらえるように水を差し向ける
ようにした。
　ワークショップの議論の成否は、どのような参加者に当たるかによることを強く感じた。
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Ｄグループ
①＜実学・交流→歴史＞
　学習を続けるということはおもしろいこと、継続するということですから、これはやはり実学に
結びついた方がいいなと。そして、新しいことを勉強するには何がいいか。これは過去からの、歴
史を勉強するのが最大の方法だろうと。たとえばなじみの少ない数学や物理学、化学、こういった
ものも案外歴史でやるとわかりやすい。歴史の学習方法をぜひ取り入れようと。そして、次にですね、
この教室の学習だけでなくて、たとえばゼミナールのような格好で、一方通行でない、生徒側から
も発言の機会、講座を一緒につくっていくんだという、ゼミナール形式をとってもらいたい。ある
いは、研究旅行をやってもいいんじゃないか。こういうのをやればいいんじゃないかと。それから、
細かくなりますけど、講座のあり方を根本から見直そうと。たとえば何回やるのがいいのか。1回
の時間をどうするか。あるいはいつやるか。土曜日の午前中は人が集まりやすいか。そういったこ
とまで掘り下げてもいいんじゃないか。議論の結果、歴史ということでいろんな学習ができると思
います。ここで、紙をいただきましたけど、いろんなジャンル、いろんな講座がありますけど、た
とえば魚のさばき方。そういったものを取り上げてもいいんじゃないかと。
②＜社会奉仕・国際的な視野＞
　大学と実業界とあります。しかし、ほとんど交流がありません。この交流をもっとやる。小学校
中学校でやっている、総合学習。先生だけでなく外からも。発表したいという声もありましたけど。
最後に、国際的な視野をみようと。その国の歴史や文化も勉強しようと。そういうことを講座につ
なげていただきたい。ぜひご検討願いたいと思います。以上です。
【今学んでいること】
　英語、スピードラーニング、外国人と話したいな／睡眠・栄養・住環境／韓国語を学んでいます（富
大）／入ることのない大学構内に入れ、たのしく、学食での昼食は楽しみです／教養部門、特にジャ
ンルを決めていない／韓国語、互いの文化がわかる、友好のカギ／和菓子づくり、日本文化を知る、
食の奥深さを知る／俳句（創作）日本の心の歌：市民大学で、フランス文化とフランス語入門、ド
イツ語歌曲：富大で／法律・俳句・言語／囲碁・将棋講座
【今求められる講座】
　英語・中国語、なるべく安く学びたい／魚のさばき方、包丁の使い方／結婚前講座／母親学／６
限の時間、土曜の午前中／語学・歴史／哲学、簡単な言葉、難しいものを簡単に／交流、先生と生
徒、生徒間の交流する講座／広く浅く、短期間で学習するには○○史がよい、例えば「化学」は過
去からの流れを知るとわかりやすい、数学や物理なども同じ／入門的なゼミナール、専門性を追究
するのではなくて、気楽に参加を楽しむ話し合いの場／日常生活に役立つ数学へ／入門と専門の間
の講義、一部入門法学もありますが、限定されております、もう少し社会法（労働法関係）にもあっ
た方がよいのではなかろうか／月１回か２回バスで例えば猪谷関所、八尾の和紙文化を学ぶ…と富
山のアチコチへ行く講座／ピンピンコロリ…元気にいられる、筋肉を鍛えるトレーニング講座／デ
ジカメを持ちバスで各所の景色撮影会／交流ゼミナール、やさしい法律教室、生活密着型／生活の
中の数学／大人のピアノ講座／ヨーロッパ美術旅行、奈良・京都旅行、楽しい仏像鑑賞講座／コン
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ピュータわからない講座／語学研修旅行／留学生との交流
【学びの未来について】
　自分なりにレベルの高い（？）判断力を身につける、その時その場に応じる判断力／熱中できる
もの、社会奉仕できるもの／日本という「枠」を飛び越え、国際的な活動／お母さんむけの生涯学
習／総合学習に先生以外の人も活用できませんか／英語の論文をバンバン読んで、自分でも英語の
要約を書きたい、仕事でビジネスの幅を広げるため、旅先で現地の人と交流する！／新しいことを
するのに年齢制限をかけない／法律・俳句、日常生活にいかしたい／家族、隣人、地域へ寄与／趣
味・娯楽、生涯の楽しみ／家庭菜園用の土地があるのでよい堆肥づくりを学ぶ／自分の視野を広げ
る知識の引き出しをいっぱいつくる！／身体を鍛えたい…夫と一緒にトレーニングジムに入会しま
す／孫の守り…予定なので今の育児書を読み学ぶ／学んだことでアクションを起こすこと、学んだ
ことを伝えること
★ファシリテータからの感想（三宮　千佳　富山大学芸術文化学部）
１．討議の流れはどのようなものでしたか。
　皆さんそれぞれ、日頃感じていることを率直にお話しされたと思います。それぞれ意識が高く、
自分自身の課題に対して真面目に取り組んでいらっしゃることがわかりました。
★学習の動機、方向性
＊女性陣２名は、韓国語の学習により、異文化理解を進めていきたいという希望。
＊男性陣はそれぞれ。大学に行けなかったので、退職を機に、勉強をしたいと思った、という
方や、自分は理系だから、自分に足りない文系の勉強をしてみたいと思った、という方もいま
した。
　→皆さん、自分に欠けていると思うこと、知らないことを勉強し、いくつになっても成長し
たい、という志を持っていました。
★新しい講座の希望　テーマは実学、交流
＊歴史を学べる講座　「〇〇史」
　文系のものだけではなくて、「数学史」「物理史」「化学史」なども入れてほしいということ
でした。理系科目が苦手な方も、歴史だと幾分易しいから楽しく学べるとのことです。
＊母親学
　子供たちの教育をするためには、何より母親に学んでもらい、学んだことを子育ての場で子
供に話してもらうのが一番とのことです。理系離れが言われていますが、母親が上記の「数学
史」などを学び、数に対する知識を持ち、折に触れて子供にも話をしていく、というような日
常の営みが、理系への興味をつくっていくから、とのことです。
＊結婚前講座
　退職をしたお年寄り向けの教養講座だけではなく、若者向けの講座もどうかとのご意見があ
りました。いろいろな年代の方と結婚について話し合うというのも。
＊ゼミナール形式の導入
　講義を聞くだけではなく、先生や受講生と話し合いながら研究していけるような形式の授業
がほしいとのことです。勉強をもっと深めていきたいという希望があるようです。
－ 45 －
＊研修旅行
　現地で、先生から話を聞きながら、体験的に学びたいとのことでした。
＊語学のクラスの充実
　時間が少ないから、もっと回数を増やし、さらに一回当たりの時間も長くしてほしいとのこ
とでした。また、大学の夏季春季の休業期間中は学生に合わせて講座もなくなるが、ぜひ開講
してほしいとのことです。
★学びの意義
　やはり皆さん学ぶだけではなく、それをもって社会奉仕、社会参加をしたいという希望をもっ
ていらっしゃいました。行動を伴っていきたい、という希望です。
２．本ワークショップの感想をお願いいたします。
　最初は、いろいろと不安でしたが、世代が違う参加者の皆さんから貴重なご意見を賜り、いろい
ろなことを勉強させていただき、楽しい時間となりました。富山大学は、このような県民の皆さん
に支えられているのだということも実感でき、励みになりました。いい経験になりました。ありが
とうございました。
Ｅグループ
①＜地域の良さを知ろう＞
　まずは地域の良さを知ろうと。富山県というところは非常にいいところです。富山は海の幸の宝
庫。それで、最初に出たのは、雨晴から見る立山がすばらしい。それから、日本初の水族館がある。
最近きれいになったよね、という話もありました。高岡方面では大伴家持の万葉集がありますね。
それから、立山砂防がすばらしい。あれは世界遺産候補になっていますよと。実は私知らなかった
です。それから食べ物。これが富山の王道だろうと。水、米、魚。言わずもがなですね。ぶり、カ
ニ、白エビ、ホタルイカ、鮎、特に庄川のものがいい。富山というのはおいしいところだと。私的
には日本一、世界一だと思っています。
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②＜伸びる喜び達成感＞
　伸びる喜び達成感。ということでキーワードを取り上げました。達成したら「やった！！」とな
ります。少しでも日々成長していく、それが達成感につながる。それがすなわち生きがいになり、
自己肯定、自己満足というのが非常に大事なことだと。自己実現を歩んでいきましょう。先ほどの
発表にもありましたが、楽しくないと続かない。おもしろくないとちょっとね。それからおしゃれ
をしていい緊張感をもって生きていきましょうと。そういうことで、伸びる喜び達成感、というこ
とで発表させていただきました。
【今学んでいること】
　市民大学の講座を有効活用し日常の生活に応用しています／映画が好きです、仏映画をわかる様
に仏語入門講座／中国語初級講座、教科書の予習・復習を丁寧にやっているつもりですが、覚えら
れない、課題のテーマ、例えば「冬」とか「北京に旅行」など、教科書以外の印刷プリントも出来
ればあった方がいいと思う／多趣味、韓国、旅、ファシリテーション（年４回程度）、笑いが課題
／最近とじこもりがちとなり、これではいけないと思い富山大オープン・クラスで宗教学を受講中
です／県民カレッジにて高志の国文学講座、富山についての講座（土木、産業など現地研修も含め
て）／日本海学講座、年数回の講座に参加、考古学から環境まで幅広いですが、地元のことがよく
わかります／富山市民大学にて受講（年 10 講座）、伝統美をさぐる、落語を味わう、
【今求められる講座】
　郷土出身の学識経験者の有効活用／富山の魅力の発信をもっとできれば良いと思う／富山大学ゆ
かりの先生が講師になって、富山で講演してもらう、三国志、唐・奈良時代、大伴家持／万葉集の
講座（県や高岡市と提携）／サテライト講座などで初心者・高齢者にわかりやすくするためにパワー
ポイントの内容をより平易に表現するように努めてほしい（配布するレジュメも簡単にまとめたも
の）／飲食店で使える、外国人観光客の接客の為の外国語講座／わかりやすい暑さ対策、富山大学
の教授は、専門的な説明が多く、年寄りにはわかりづらい、わかりやすく理解できるようにしてほ
しい、例えば「朝顔の棚を作るだけで気温が２度ほど下がる」ことをお話ししてほしい／ミュージ
カル「洗濯」を題材にして講座／「ふるさとに誇りをもとう」講座、富山市は富山藩のことをマイ
ナスイメージでとらえている。２代藩主の正甫公のことをもっと誇りにして、ひろめてはいかがで
しょうか、金沢市だと、前田氏の墓はどこにあるか知っているし、市民もお参りしています／お手
玉、剣玉のような伝承遊びを伝える講座／新幹線を利用、富山にもっと人を呼ぶ／歌舞伎の楽しみ
方、見方／地域学＜歴史と県民性＞、自分の足元を良く見つめてみること、ふるさとの子守歌、遊
びを調べてみる／富山の伝承、語り継がれていることを学習／（語学）ネイティブの方を授業の中
に１名入れて、会話形式の授業を進めるのも一方法だと思います／県民性をよく学ぶ機会がほしい
／リタイヤ後の時間を楽しむ、人とのつながり、見て聴いて知る楽しみ／
【学びの未来について】
　自分の住むところを良くしたい／全員の願いをかなえるシステムづくり／笑う、楽しむ／顔と顔
のみえる人の関係性、地域のつながり／「笑い」を学べ、楽しめる講座／高齢者社会、一人暮らし
が多い、生きる楽しみ、生きるということ／自分の性格の改善を求めて、地域内部の活路を希望し
ます／そろそろ、終活にも目を向けたいと思っています／人とのつながり、考え方の違いによる自
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分の成長、家から出る、出かけることの大切さ、元気、身支度する、見られること／「学び合い」
「問題解決学」、教師になって、現場で起こる問題や職場がかかえる問題の解決に役立てたい／周り
や人の環境を豊かにする／学んだことを地域の人たちに伝えることを考えてみたいと思った、今後
何らかの機会をとらえて実行にうつしたいと考えます／市民大学の講座と大学のサテライト講座と
の連携（情報交換）、地域連携推進機構と市民大学事務局との生涯学習の内容やあり方について情
報交換会を実施されたらお互いに充実したものが見いだせるのではないだろうか？／韓国語を深め
る、韓国へ行き自分を喜ばす／中国語を学んで、歴史を読み返し、日本と中国の再評価をしたい／
おすすめの落語を聴いて笑いについて考えてみます／毎日、一言日記をつける、前日の事も書く（ボ
ケないために）／学ぶことで人生の活性化をはかる、シニアライフを豊かにし、ボランティアグルー
プなどで伝える／自己啓発への目ざめ、学んだことの喜び、知識から実践へ（地域文化の伝承、あ
り方を求めたい）／落語はまず「生」を聴く、出向く（ＤＶＤでもよい）
★ ファシリテータからの感想（楊　峰　富山大学公開講座講師）
１．討議の流れはどのようなものでしたか。
　それぞれの議題について、まず、付箋紙に書いてもらってから、順番に発表してもらいました。
一人の発表が終わるたびに、皆さんの意見・感想を求めて、更に議論が深まりました。最後にファ
シリテーターとして、皆さんの意見をまとめて、付箋紙を画用紙に張りつけました。
２．本ワークショップの感想をお願いいたします。
　受講生の皆さんはとても元気です。学習意欲や生活の質を向上させる意欲が非常に高く、面白
ければ、役に立てば、どんなことでも挑戦したい気持ちが大変強かったようです。
　分かりやすくて、楽しくて、毎回笑えるような講座なら受けたい、という皆さんの声がほとん
どでした。どこかの学会で発表されるような素晴らしく作られた Power…point の授業用資料はや
めてほしいというお話は一番印象的でした。やっぱり、授業の内容設定や進み方などがとても大
事だなと思いました。
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Ｆグループ
①＜脱・カルチャースクール＞
　ファシリテータの清水先生と７人で構成されています。富大のオープン・クラスとか公開講座で
学んでおります。三人の方が語学をやってらっしゃって。そのメンバーで発表させていただきます。
「楽しく」という前段に反するような、「脱・カルチャースクール」と名付けました。楽しさもそこ
そこに、脱カルチャースクール。富山大学のですね、たくさんの知識、いろんな教養という、この
知識のお裾分けをオープン・クラス、公開講座で、ぜひ。メンバーから出た意見を少しずつ紹介し
ます。一つ目に、オープン・クラスのパンフレットの中に難易度とか書いてあるんですけど、受講
してですね、物足りない、もしくはついていけないというのもある。もう少し難易度の細かい細分
化、もしくは内容について書いていただきたい。次に、講演会形式でですね、登録しなくてもいける、
というような講座もお願いしたい、ということがあります。それから、ちょっと深いんですけども、
人生観を知るような、そんな講座も。あと、メンバーの何人かは、歴史について学びたい、講座が
少ないんじゃないかという意見もありまして、特に明治後半から昭和・平成までですね、歴史を学
ぶこともなかった、知ることもなかったと。そういう講座もお願いしたいという意見がありました。
それで、どういう形にしていくか、ということについては、講座、オープン・クラスなどで発表を
一つの目標にしてやるというのが一つの手段ではないかという意見がありました。それで、まとめ
ですけど、生涯学習とは、何かをする、何かを達成する、学び続けていくことが生涯学習だと。
【今学んでいること】
　森林インストラクター→気象予報士→化学の世界（オープン・クラス）／生涯を通して獲得する
おいしさ、フランス語（時間がない、土曜の昼）／本年度より油絵をはじめた／
【学びに対する疑問や不満】
　講座内容のレベルが幅広い、冊子のレベルあいまい、自己申告レベル？／受講疲れ、やりたいこ
とがたくさんある中で…語学のみでなく、文化や地理などを学ぶ、学ぶ楽しみになる／語学講座で
は一般的な教科書を使うのではなく、テーマを決めたり読み物を一冊決めて研究解読する形にして
ほしい／公開講座修了証は要らない、税金のムダ／オープン・クラスにもっとたくさんの講座を開
放して欲しい／富山らしい講座、全国共通はダメ、新幹線開業に向け／仕事・子育て・行事のため
講座に参加できなかった、１週間動画で公開（受講生のみ）／富大コンビニ授業化、大学インフラ
の極大化／バルク授業（大もあり小もあり）／外国語講座がありますが、同一の講師だけではなく、
現代の問題等をフレッシュに語れる若い講師（学生でも）の話を聞きたい／先生とランチ／募集時
の難易度／講演会形式のクラスも作れば良いと思う／
【今求められる講座】
　エイジレス講座、リーダー養成、高齢者、中高年の先生方の講座／エイジレスライフの確立、高
齢期の生活で社会に還元している人々／いきいき講座、未来へつなぐ／おもてなし講座、宿泊・長
期滞在について／ iPad 使用、活かす社会へ／学びのニーズに対応、不快学びをしたい、仕事と両
立したい、大学らしい学びを／事前に申し込みしていなくても、時間のあいたときに気軽に参加で
きる講座／土曜講座、発表の場（テストではなく）／創造できる学習が良いと思う、地域に還元さ
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れるもの、未来につながるもの／外国の本・資料を翻訳して日本に紹介したい、商業ベースではな
い形で／中国語中級、中国街運営するお店づくり／イタイイタイ病／置き去りにされた学び・日本
近代史／
【学びの未来について】
　地域の会合に活かす／再び理科を学んでみたい／日本に来られた中国の人々への助けになる／
★ ファシリテータからの感想（清水　まさ志　富山大学公開講座講師）
１．討議の流れはどのようなものでしたか。
　いずれのワークにおいても、まずそれぞれの方に発言内容を付箋に書いていただき、それをみ
んなに見せる形で発言してもらいました。参加された方々が積極的に発言してくださり、また他
の方の話にも耳を傾けてくださったので、大変雰囲気の良い討議となりました。
　ワーク①では、中国語、韓国語、フランス語の受講者がいらっしゃったため、語学のレベル設
定の不明瞭さが問題になりました。また仕事に携わる方にとって講座の時間帯がなかなか合わな
いという意見が出ました。また市で講座を企画してらっしゃる立場の方は、なかなか参加者が集
まらないという悩みを述べてくださいました。
　いずれの方も学習意欲の高い方々でしたので、ワーク③に関しては短時間で終了しました。語
学を学習の方は、学んだ成果を翻訳や在住の外国の方の手助けに活かすという明確な目標を持っ
ていらっしゃいましたし、また気象予報士の資格試験を目指していらっしゃる方もいました。さ
らに学習内容を発表する機会を求める声が多かったです。
　一番議論が活発だったのはワーク②でした。「脱カルチャー・スクール」という観点から、大
学ならではの専門的で創造的な内容を期待する声がありました。また講座を欠席した人に対して
フォローが欲しいという声もありました。具体的な講座内容としては、自らの生きてきた時代を
見つめ直すためにも明治以降の日本近現代史を学びたいという意見が多かったです。
２．本ワークショップの感想をお願いいたします。
　前回もファシリテーターを担当させていただいた経験から、今回はなるべく具体的な内容に踏
み込む議論を目指し、Ｆグループではかなり成功したと感じました。こうしたワークショップに
参加する方はみなさん「意識の高い」方なので、講座に対して少数で専門的な内容を求める声が
強くなるのは当然かもしれません。ただ市でこうした講座を企画する立場の方が、意識の高くな
い人にも足を運んでもらうにはどうしたらいいのかという悩みを漏らしていたのも印象的でし
た。大学だからといって少数で専門的な内容の講座ばかりになるのは、地域の生涯学習という観
点から考えるとやはり十分ではないでしょう。その点に関しては、参加者の方からも、有名講師
を招いて多人数を集める講座を開設することで、専門的で少人数の講座を維持できるようにする
とか、また専門的な内容の講座を単発で開講するといった方法の提案がありました。私からしま
すと、やはりインターネットと SNS の積極的な活用が必要だと感じます。講義的な内容はイン
ターネット上で公開することで時間と場所の制約から免れ多様で専門的なコンテンツを確保でき
ますし、その分実際の講座はより演習的な内容が可能になります。そのためには個々の講座に登
録するだけではなく、生涯学習部門に登録する形で、様々なサービスを受けられるシステムが必
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要かと考えます。また学んでいる人々を積極的につなげ、学習成果を公開する場を確保するため
にも、SNS にリアルタイムで情報を発信して共有していく必要があるでしょう。さらに地域に
密着しながら国際的に発信していく観点からも、今や SNS の活用は欠かせないものだと考えら
れます。こうしたことは年配の方には苦手意識があるのも確かですが、今回のワークショップに
参加されている方が、そうしたことも学びたいという気持ちを表明されていたので、受講登録を
されている方を対象に使い方などを指導する機会を設けてみてはどうだろうかと考えます。
Ｇグループ
①＜大学が中心となって、ネットワークをつくる＞
　ちょっと議論の幅が広がりまして、その中で。今いろんな学びの場があるんですが、富山大学さ
んがやっているオープン・クラスとか、サテライト講座、あるいは市民大学、あるいは各地の図書
館がやっている学習コーナーとか、いろいろあるんですが、連携が悪いんではないかと。というこ
とで、意外と知らない人もいる。その中で、それぞれやっている学びの場、講座をですね、富山大
学さんが全体のネットワークなりをしていただくのがいいんではないかと。富山大学さんがやるか
なり専門的なものから、どちらかというと市民を中心としたものまで、連携した方がわかりやすい
ねと。
②＜生涯学習、受け身の学びではなく参加する学びの場を！＞
　次のキーワードとして、受け身の学びではなくて、参加して学ぶ楽しさを味わうと。専門的なも
のになるとどうしても受け身になりますが、たとえば講座が終わったあと、皆さん帰るんではなく
て、たとえば時間をとって話をすると。そういう横のつながりがあってもいいんじゃないか。それ
から、専門的なことではなくて、幅のある学びの中で、たとえば町内会、コミュニティ、そういう
ものの中でお互いが好きなことを発表する。そういうのがあってもいいのではないか。要するに出
来るだけコミュニティの中で連携をするというか。それぞれが発表できるということが、その人が
輝く場があるというか。国際的な視野とはちょっと違いますが、コミュニティを中心とした学びを、
ということです。
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【今学んでいること】
　韓国語／オープン・クラス英語、経済学関連、公開講座コンピュータ／心理学入門、世界史／食
生活の改善／コミュニケーションの仕方、自己管理、ミーティング／ iPad、読書／鉢づくり、老
いを学ぶ／県民カレッジで「ふるさとの文学入門／高志の国文学館主催の文学講座／健康・長寿
【学びに対する疑問や不満】
　県、市、大学、誰かが音頭をとって考える／語学の学習なので学ぶ機会をたくさん作ってほしい、
１年間に 26 日しかなくて、１時間 30 分では話せるようになりません／県民カレッジ、受講者が限
られたメンバーが多い（認知度が少ない？）／富山市内の講座が多いが市外から車で来る人は駐車
場で苦労／オープン・クラス、開放度合いを大きく、授業の範囲を広げる、内容を広げる、先生を
広げる（外国人の先生の授業）／統計のとりかたを学びたいが、学ぶ場所がない…／教えてくれる
人がいなくても何となくできる（iPad）／個性の強い集団であるが進行に一考と思う／内容が専門
的でわかりにくいところあり／高齢になって事故が心配（自転車なので）／窓口業務ちゃんとする
／公開講座も「お試し」期間があるとよい／大学が音頭をとって、市民が利用しやすいように／ど
ういう講座なのかわかる講座／専門的なことを講師が一方的に話すのでなく皆で学び合う／講座受
けている人、横のつながりが持てるように／
【今もとめられる講座】
　大学、県民、市民、関係者で一体となって／やさしいだけでなく、負けない、自分を守る／終活
講座／ iPad の仲間づくり、教え合う（授業形式もよいが）／TOEIC、TOEFL 関連科目の公開、
ネイティブの先生による授業／経済…基礎＆特殊講義／介護について
【都合の良い日時】
　平日はいつでも／平日、時間はいつでもＯＫ／土・日の何時でも／平日、日中も可／夜ダメ／平
日 10 時～ 15 時、1.5h 以内／平日夕方、土日午後／土日以外の午後から／土曜午後 2時間程度／現
役サラリーマンは土日又は平日の夜、定年後の人は平日も可
【学びの未来について】
　しつけ、エチケット、あいさつなど体系的に学び実際に広めたい／一般住民に伝授／町内会・コ
ミュニティーで得意なことを実践する／コミュニティの場で横のつながりが必要／誰かの役に立つ
ため、自分のレベルアップだけのため／ＮＰＯ、公民館／専門知か、一般知か／こもってしまわな
いように出てきてほしい／組織・ネットワークをつくるか、自分が楽しむか／大学は入りにくい／
大学は専門、身近なこととは別／「生涯学習」、専門的な知識を学ぶ場（ex. 富山大学）～地域・コ
ミュニティ、幅広いが受け身ではなく／学びのリーダー、誰もが輝く場を
★ ファシリテータからの感想（仲嶺　政光　富山大学生涯学習部門）
１．討議の流れはどのようなものでしたか。
　まずワーク①、皆さんがどんな学びを実践されているのかをじっくり把握するため、自己紹介
に時間を割きました。お話しをうかがっていると、サテライト講座、県民カレッジ（文学）、公
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開講座、オープン・クラス、外国語専門学校、富山市民大学、食生活改善普及の取り組み、介護
の実践、などがあげられました。
　多様なメンバーでしたが、すぐに打ち解けた雰囲気になったと思います。ただ、少し時間オー
バーだったのが反省点でした。
　ワーク②、大学に対する要望・期待がきわめて高いことを感じました。既存の公開講座・公開
授業のさらなる拡大、他の生涯学習機関との連携・ネットワークづくり、「大学が音頭をとって」
など、様々な意見が交換されました。今後地道に取り組んでいく必要があることを実感させられ
ました。
　ワーク③は、少し抽象的なテーマだったので意見が出てくるかどうか心配でしたが、参加者の
皆さまの協力的な姿勢のおかげで重要なご指摘をいただくことができました。
２．本ワークショップの感想をお願いいたします。
　自分の学びについて語ることにはどんな意味があるのだろう、ということを思いながらワーク
ショップの当日を迎えました。常日頃の生涯学習の日々について、様々なご意見・ご要望がある
ことに気づかされ、とても貴重な体験をしました。
　参加者の方の中から、「大学は敷居が高くて入りにくい」「専門的すぎてわからない」という声
がありました。それは従来からよく聞く大学像ではありますが、ただ、その敷居の高いとされる
大学まで出向いていただき、活発な議論に参加されている様子をみると、大学と市民との関係は
着実に変化しているのだな、と思わされるところもありました。
　全体として、実りの多い行事だったと思われました。
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ワークショップを終えて
　以下の記述は、各グループの発表内容（ビデオ撮影の記録による）、およびワークで生み出され
た情報（付箋紙に記された内容）をもとにした分析の記録である。
１．学び続ける「幸」齢者、「学ぶって楽しい！」
　「新しいことをするのに年齢制限をかけない」——ワークショップ参加者が生涯学習に積極的に
取り組んでいる方々であることを反映しているせいかもしれないが、加齢ということに対しポジ
ティブに受け止める意見がみられた。すなわちこれは、高齢者を「幸」齢者というふうに読み替え
る表現に端的に示されている。「人生百歳まで現役であります、一生勉強であります」。
　ここには、老いに対する新しい見方が示されていると考えられる。様々な人生経験を積んでから
の学びには、若い世代にはない固有の活力があることを感じさせる。「生涯学習に卒業はない」と
言い切る力強い意見もみられた。
２．ローカル／グローバルな学び
　各グループの付箋紙情報の列挙の中に示されているように、ワークショップ参加者の学びは実に
様々なジャンルに及んでいる。「魚のさばき方」「スマートフォンの使い方」などの個人的な知識・
スキルから「宇宙の理論」まで幅広い。
　一方には「地域を学ぶ講座がほしい」というローカルな学びの要求がある。「土地の人の持って
いる知識を集めて、何らかの形にしたい」——生涯学習は地域社会を重要な基盤としている。大学
進学や「会社勤め」によって、いったん地域を離れる局面が訪れることも多くあるだろう。しかし
定年退職後、彼ら・彼女らは再び地域に帰っていくことになる。そこで、どういう形で地域に根ざ
した生き方が可能なのか、ということが問われてくる。学びを介してローカルなネットワークにど
う参入できるか、ということが課題となるのである。
　しかしながら他方、具体的な学びの内容をみてみると、外国語の学習、それを活かし「留学生と
学びたい」「外国のボランティア」「海外への富山ＰＲビデオ制作」などグローバルな傾向を持つ学
習ジャンルも多くあげられており、「地域の中」の学びにはとどまらない様子もうかがえた。この
ような両面性も生涯学習の今日的特徴としてあげることができるだろう。
３．「発表する場がほしい！」
　ワークショップ参加者は生涯学習の実践者であり、現在進行形でそれらに取り組んでおられる。
学んだことが即個人的なことがらの何かに役立つことも多いであろう。「もっと現場と学習をつな
ぐ講座がほしい」というように、「実学」重視の声もある。
　しかし、生涯学習の実践は他者との関わりを広げていくことを促すものでもある。すなわち、学
んだ内容を他者に伝え、交流したいという気持ちにさせられることもある、ということである。「学
ぶ→学んだことを周りの人に還元する」「学んだことを職場仲間に広める責任を感じている」「シニ
ア層が知っている歴史とか、地元にずっと伝承されている話とか、それを何とか若い世代に伝えた
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い」というように、学びというものが本来的に開かれた関係性を促すものである、ということも示
されているのである。また、「自分の学びが本当に深まっているのかわからない」というような不
安を解消する、という動機もあるだろう。
　その一つの形として、学んだことの「発表」の機会をもつことをあげることができる。「講座な
りで勉強するんですが、そういう風にして得られた知識を、どこかで発表する場がぜひほしい」、
あるいは具体的には「例えば富山大学でオープン・クラスをやってますけど、一方通行だけではな
くて、受講生が学んだことを、どこかで発表する場、例えば市民大学で」などの意見がある。「そ
れぞれが発表できるということが、その人が輝く場がある」という声も重みをもちつつある。
４．大学を拠点とした生涯学習——学びの不完全燃焼をのりこえる
　学びたい、学んだことを活かしたい、学んだことを誰かに伝えたい、これらの学び・その発信の
パワーはどこからあふれ出してくるのか。その一つの理由に、ワークショップ参加者の多くが若い
時代に十分に学ぶ機会を得ることができなかったのではないか、ということが考えられる。
　いくつかの意見を拾ってみると、「バリケード世代に大学生活を送ったため学びに対して不燃焼
の気分だった」という声があった。それだけでなく、「20 代に学んだ内容と大きく変化していると
ころがある」という高度情報社会に固有の事情もあげられる。
　そうした中、大学に対する期待は着実に高まっている。富山県は生涯学習県として知られ、学び
の機会が豊富な土地柄と言われるが、各生涯学習機関の横の連携が十分ではない、という意見もあっ
た。大学は、従来からの大学開放事業を推進し学びをサポートしていくことに加え、各種機関と手
と手を取り合いながら、とりわけ彼ら・彼女らの学びを発表し語り合う場をどういう形で提供・実
現できるかが問われる。
　ワークショップ参加者の中からは「脱・カルチャースクール」というキーワードもあげられてい
る。知の拠点としての大学らしさ、ということを念頭におきつつ、その特性をふまえながら、新た
な一歩を探ることの必要性を感じさせるワークショップであった。
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アンケート結果から
　本ワークショップの参加者に対するアンケート結果から、いくつかの点について述べる。
　まず、ワークショップの満足度をみると、78％の方が「満足」であると回答している。また、
81％の方が「今後に活かしたい」と回答している。このことから、本ワークショップはまずまずの
成果をあげたと言ってよいだろう。「身にしみるまとめの発表に感激しました」との意見もあった。
その他、「参考になるコメントがあった」が 78％、「学びに対する認識が変わった」が 70％となっ
ており、今後への波及効果も期待できるとみなしてよいだろう。例えば「ワークショップで気づい
たこと」に対する自由記述では、
▲…自分の思いを強く持った方々が多く参加されていた。
▲…すごく学ぶ意欲が高い高齢者が多くて驚きました、そして、そういう方の発言は、本当に心に
残りました。
▲…県内各地から、各界各層で活躍している方の話を聞けてよかったです、学問あり、趣味あり、
健康運動あり、など参加者全員が啓発され、感激しました。
▲…オープン・クラスを受けておられる方のお話しを聞いて、若い学生さんと一緒に受けてみたい
と切に思いました。
などという回答があった。本ワークショップが豊かな相互交流の場として機能していたことがうか
がえる。
　そのことにとどまらず、学びの「その先」を見すえた回答もあった。
▲…皆さんが何か他に活かしたいという人達が多いこと。
▲…新幹線開通、観光富山の役立ちのため、富山市を案内できる機会に役立てたい（英語を話す機
会の活用）。
▲…今語学を学んでいるので、「外国語ボランティア養成講座」は今後へ活かすことにもつながると
思っています。
▲…富山大学オープン・クラスで学んだことの発表の場を与えてほしい、との意見がありました。
▲…オープンクラス受講生の「学ぶ喜び」「体験話」「学びの収穫」を報告するのも良いのでは。
▲…生涯学習…このようにやっていますとの「宣伝」発表会があってもよいだろう。受講生との交
流会…茶話会をやったらどうだろう。
　このような様々な要求・要望にこたえていくことが、生涯学習の拠点としての富山大学を築き上
げていく第一歩となるように思われる。
－ 56 －
あとがき
　終わってみればあっという間の３時間でした！
　大学は、単独の公開講座を運営するだけでなく、地域の生涯学習環境の整備を担う中核として発
展していこうとしています。このたび、様々な場で学んでいる方々に集まっていただけたのは、本
当にうれしい限りでした。準備にご尽力いただいた皆さま、ならびに当日ご参加いただいた皆さま
には、深く感謝申し上げます。
　今回のワークショップは終了しましたが、本当に大事なのは「その先」のところだと言えます。
大学が中心となり、地域の生涯学習振興にどう寄与することができるのか。皆さまからいただいた
生の「声」をもとに、今後とも前進を続けて参りたいと思います。
